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1はじめに

 2002年は、「ニッポン・チャ、チャ、チャ」や「デ～ハンミングッ」というサポーター

の声が耳鳴りのようになかなか耳元を離れない年であった。このW杯サッカーの日韓共

同開催を契機に「日韓国民交流年」として未だかつてない多様な日韓交流が行われた年

でもあった。国際交流基金の『日韓文化交流基金NEWS』に掲載されている「日韓文

化交流史年表」によると日本における韓国文化の関連行事は1990－2000年置おいて年々増

加していることがわかる。しかし、このような様々な交流をどのように評価し、今後の

日韓交流をどのように方向付けるのかは単純な問題ではない。どの側面から眺めるかに

よって当然ながら見え隠れする多くの問題を孕んでいるからである。

 ともあれ、日韓交流ブームのなか、文化的交流を目指した国立民族学博物館において

特別展が開催された。従来の異文化表象の雛型から脱皮し、考現学と生活財生態学の方

法論を用いた「2002年ソウルスタイル」は、展示や日韓交流のあり方に新たな方向性を

冷めしてくれた。展示側の意図的なサンプリングによる表象ではなく、李さん一家の3200

点というものを家の空間的文脈から切り離さずにそのまま、本来の文脈に近いリアリテ

ィを持たせたことである。このような参加型展示は来館者に李さん一家を丸ごと、また

思う存分、五感で感じ取れるようなリアリティをもたせたかってなかった異例の体験を

提供した。この展示において、個々の展示物や展示空間にある諸々の関係性と重層性を

提示したのが解説書『2002年ソウルスタイル  李さん一家の素顔のくらし』である。

この図録には生活財調査方法の過程とその意味が明示されている。従って、展示をみる

だけでは読み取りにくい調査過程とその分類方法が図録を通して吟味することで明らか

になるだろう。展示物には個人、社会、空間、時間などの諸関係性が凝縮され表象され

ている。一方、図録はその「もの」に見え隠れする凝縮された諸関係性を解凍し、相対

的かつ総合的に捉えなおすことを容易にしてくれる。

 展示開催に向けて行われた共同研究会を通して、展示過程にわずかながら関わること

ができた。このような経験は韓国文化の教育に携わる者としてどのように生かせ、還元

できるのだろうか。以上のような問題意識を踏まえ、本稿では特別展の図録を教育の現

場で異文化理解のテクストとしていかに活用できるか、その可能性について検討したい。

 異文化理解のテクストの対象として「特別展」の図録を取りあげる理由は以下の通り

である。①現代韓国の生活文化をテーマとした「2002年ソウルスタイル」は、日韓の文化

的交流の一環として開催された。文化表象としての展示は、時代性、地域性、政治性、
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特殊性、普遍性などの諸概念が凝縮されているため、それらを読み解く素材として有効

であると考えられるので、この表象から現代日本における韓国との交流のあり方を見出

すことができる。②博物館の誕生とともに展示場は「もの」を媒介にした、開かれた教

育現場として認識され、活用されてきた。しかし、博物館における展示は空間的・時間

的限界をもつものであることは免れ得ない。図1は展示を媒介にした教育活動の可能性

についてまとめたものである。ここで問題になるのは来館でき展示を体験した者ではな

く、来館したいが何らかの諸理由で来館できない者をどのようにフォロー・アップでき

るかという点である。このようなフォロー・アップのために展示資料を用いた教育の可

能性が考えられる。この点において、展示図録の使用可能性がみえてくる。

2展示を教育の場でいかに利用できるのか

 それでは、韓国文化を教えるという教育の現場で展示図録をテクストとして試用した

事例を基にその可能性を考察したい。筆者は3年間、東京近郊の四年制大学で韓国文化

についての講義を担当してきた。国際経済学科の3，4年生を対象としたこの講義は、オ

ムニバス式の異文化理解の入門講座である。今年度は、中国、ポーランド、ロシア1フ

ランス、南アフリカ、ラテン・アメリカ、南アジア、そして韓：国を対象に各2回の講義

スケジュールになっていた。2回という限られた時間で韓国文化を紹介することは厳しい

設定といえる。これまでは筆者の研究領域である韓国の家族関係と映画にみられる民族

主義の表象などを中心に話をしてきた。しかし、2002年度はW杯サッカーの日韓：共同開

催にともない特別展が開催されるという時期的タイミングも重なり、「特別展」を取りあ

げることとなった。展示場には時間的・空間的制約があるため、講義の一環として展示

場を訪れることは不可能であった。そこで展示の解説書である図録の資料を実物投影機

に映し、紙芝居方式で展示の疑似体験的な講義を行うことにした。

3凝縮された「もの」の表象とそれを読み解くための「もの」

 展示のテクスト化には、以下のような制約が考えられた。まず、展示、図録において

意図されたものとは異なる文脈が生じたことである。展示では「もの」に何を語らせる

かが想定され、展示物が選択されていく。「もの」を中心に空間づくりがなされる。

 「2002年ソウルスタイル」では展示場の中心にスタッフによる綿密な記録・調査に基

づき、李さん一家の空間がそのまま再現された）詳細な構図は図録参照）。展示場は1階

の中心部、1階の周辺部、2階、地下、前庭の5つの空間が配置されている。

 1階の中心部にある李さん一家の私的空間を放射線状に、家族個々人が関わる外におけ
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る日常の公的空間に広がっている。また、このような空間は2階において現代の韓国社

会の象徴的な場と「一生」という時間軸における空間が設けられた。李さん一家の展示

をフォロー・アップする形で周辺、2階、地下のみんばくシヂャン（市場）、そして前庭

のマダン（広町）の空間が意味付けられている。このような博物館の空間という文脈は

李さん一家を現代という限定された時代と特定個人の一家であることを認識させるため

の相対的効果を匂わせている。

 このような展示場の文脈は、図録では紙面という空間を通して李さん一家の生活財が

どのように使われているのか日常の写真を用いて表わしており、これをさらに32のコラ

ムで現代韓国社会の状況を補足・相対化させている。ここでは実際のソウルにあるアパ

ートの空間が展示場へ、一方では図録の紙面へ、そして、さらに一教室の実物投影機へ

と元の文脈から何回も置き換えられている。特に教室という文脈のなかに置かれたこと

で李さん一家の生活財は異なった意味を発信するようになった。

 「韓国文化」の講義においては図録の資料に基づき話を展開させた。しかし、講義内

容は、李さんという一個人の事例から韓国の家族構造の特徴に焦点を絞ることになり、

この点、展示の主旨とは異なった。言い換えると、前述したように展示・図録では、そ

の「もの」に特定の個人との関わりが凝縮されたまま表象されており、その凝縮された

意味を読み解く糸口を周辺の展示またはコラムや日常の写真などの「もの」から得られ

るように配置されている。これに対し、講義では事例としての生活財は「もの」を通し

て読み解かれるのではなく講義を行う媒介としての「言葉」を通して読み解かれるので

ある。そのため、展示と図録とでは黒くことなった状況が生じるのである。また、今回

の講義内容では生活財を通して家族構造を覗くように方向付けたため、「もの」に見え隠

れする凝縮されたさまざまな意味を一つの側面においてのみ説明された。

4展示過程からみえるもの

 次に、当然ながら展示のリアリティを体験させることはできないという制約があった。

リアリティを教室に持ち込むことは難しいが、リアリティをもたせるための展示過程の

提示はできるはずである。李さん一家の展示では「もの」の記録が最も重要な作業であ

る。その放射線状にある李さん一家の外の空間には揚を特徴付けるための「もの」が選

別され陳列された。異なる選択方法によって置かれ、それによって発する意味が異なる

「もの」を吟味するととも可能である。しかし、ここで看過できないのは生活財調査の

方法と内容である。図録には李さん一家の生活財の写真データとその背後に隠された詳

細なストーリー）名前、保管場所、使用者、使用頻度、購入時期とその価格、その他の

経緯など）が記されている。このような調査過程に着目することで展示の意味や意図の

理解を深め、そこからさらに何が読み取れるかという可能性を広げられる。展示を教室
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に持ち込む場合、「言葉」を媒介にする講義の制約について既に述べたが、調査過程と展

示過程を読み解くには「言葉」がより有効な側面もある。もちろん、この際にも、視覚的

データの提示は重要な役割を果たすのは言うまでもない。図録はまるで人類学における

フィールド・ノートとそれによって描かれた民族誌の両方を一体化させたもののように

映る。民族誌にはその民族誌が出来上がるまでの具体的な過程はなかなかみえてこない

場合が多い。図録には詳細で具体的なデータ収集過程と整理されたデータが示されてい

る1そのなかには特定の「もの」から特定の意味づけが行われていく過程も記録として

収められている。このような「もの」に対する一つの解釈を提示することでその「もの」

の背景にその「もの」とかかわりをもつ個人の特殊性、社会的構造、歴史的な厚みなど

を垣間見ることができる。このような側面において図録はテクストとしての多くの可能

性を有しているだろう。

5今後の課題

 講義のテクストとして展示図録を用いた一事例を通して、その制約と可能性について

みてきた。事例を通して考察したように、図録を用いた展示の疑似体験にはリアリティ

が欠けるという問題がある。また、みんぱくで試みられた小・中学校向けの「みんばっ

く」の貸し出しは教育活動の可能性を広げたものの、大規模な展示の迫力や考現学と生

活財生態学という方法に基づいた「もの」の全体像はみせられない。このような問題を

少しでも解消する糸口として、バーチャルによる展示体験があげられる。展示過程にお

いて行われた綿密な調査とその莫大なデータを用いて擬似博物館、展示を再現すること

で時間と空間を越えた展示体験が可能になるのではないだろうか。例えば、図録に展示

を収めたDVDを付録でつけることで視聴覚教材となる。また、みんぱくのホームペー

ジに展示を擬似空間のサイトにして設ける。さらに、技術的に高度で高コストを必要と

するものではあるが、移動博物奇型のバーチャル・リアリティ機器の設けることもでき

るだろう。展示物の記録や保存のみならず、繰り返し利用できる空間と体験を可能にで

きるのではないだろうか。

 次に注目しておきたい課題としては、「特別展」のその後の李さん一家の変化である。

「特別展」が行われた際、来館者が大きな関心をもつことの一つは、一切の生活財を提供

してしまったその後どうなったのかがあった。「特別展」によって家中の「もの」が全く

新しくなり、そこから空間の再編成（祖母はアンパン〔主寝室〕を李さん夫婦に譲った）

が行われ、全く新しい「もの」が空間を埋めることで個人の心の葛藤や家族の関係性や

役割機能の変化が生じたと李さんの妻の金英淑さんはいう（国立民族学博物館の食堂で

の偶然出会った時の会話）。「もの」の存在とその意味について改めて考えざるをえない

言葉である。
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 「もの」を通してある特定の個々人のあり方を覗き込むことを可能にした展示が、一

方で「もの」によって個人の日常や家族との関係性を変えられてしまう結果を生んだ。

今後、展示を媒介にして生じ得る諸問題  例えば調査・展示する行為、関わる行為、

調査する側、される側、「もの」と人間のかかわり方など  をどのように解釈し位置

付けていくのかが重要な課題の一つである。現在、「特別展」その後の李さん一家の写真

展が日本各地で行われている。まだ来館はしてないがどのような主旨の展示になってい

るのか大変興味深いところである。

 本稿では展示を教育の場でいかに活用できるのかを考察する際に、韓国文化の教育動

向、テクスト論、表象論、異文化教育のあり方などの重要な概念及び先行研究について

言及できなかった。しかし、これらのテーマの概観や吟味の重要性はいうまでもない。
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 ①二胡重｝号到二塁｝｛｝糾暑剤叫呈尋 「2002唱刈苦ム1斗望」薯，翻望潮｛｝糾司

丑ギ訓（嚢｝皇呈刈7個郭凋一．｛｝司一：藍杢｝立呈刈到）釧1と，入1q1相，祁判，碧ヌ困，

号令包曲直・ぱ号潮刈フ昭・1暑寄羽・判事牝ユ湊球音窪1司瑚ゼ杢刈呈刈

♀互冬野ユ碧z掴フ1劇暑01瑚，01豆甘皇呈早日週朔望薯司刈到釜ヨそ斗到皿昇到

対日対岸苦胡司セ環0171岩司一τ｝．②雪同室｝釧．暗憩斗屠刎収入1を｛｝「入ト暑」含可7刊

呈 駐，望遇丑舟観を立星虫剋剤周明笹暑判明銀τキ．ユ甘し｝叫暑邊門灯σ例言

組入｝叫号イ｝4入1社司堪翔暑ス1望叫セ瑚喜輯碧前袖u｝．ユ弔1薯そ1入1暑・η7刊呈

量：溢躍号朝7陪棚1t羽田梱碧司を型。1u｝．司フ囚呈刈7レ耳牛車9幸町啓志

野刈石入屠八掛｝入潮・1。｝月叫，皇ユ翌銀立叫・判唱。1♀暑呈暑牛再戦唱

入梅暑酬望刈時｛｝今無ヲ㍗旅…相。1斗。1鞭｝旦年割暑暑羽慣石入1ス障暑

入ト離｝丑小小7陪嚢｝想猴｝牛郎耳．。1瑚州銀・咽袖1三昇釧λト｛｝7｝岩・ぱ。1

皇望u｝．

2週入1暑二号91を；杢呈二七刈01暑曾今」銀セ7｝

 ユ零司一唱，を号呈叫暑7障刻セ・正｛綱軌｝。個超入1三肇｝司ム三呈刈入ト喜胡

薯母司暑71茎呈ユ升皆想音ヱを糾エスト三三．望叫ゼ3三社，三量モ丑到4望刈

司叫61囚重｝号｛｝糾司1宅｝胡を到暑官喝糾司｛穀叫．号刈石刈叫斗913，4叫遇想苦

司切立呈を01を到セ，告司司ム剤到。温糾。1さ個鵯呈を糾01｛斗．暑司モ∋，そ号，

暑罵｝三， 寝入10｝・， 互看ム， 甘。｝歪⊇司ヲ｝・， ヨ｝望  oトロ刊司ヲ下， ヤ｝oト入10｝・， ユ司エ  重｝号音

囎皇呈副耳2鯛鯛矧看且胴銀雪味2鯛セ尋稠・1㌍言
句苛｛｝糾暑杢7個一眠環｛≧明司｛｝翌碧。1か月．土塀側方．・1刈刀丁ス1望ス回

軒鯛剋堪判7樗糊1斗曽鯛・印旦姻セ剋尋翠陰鋪号｛｝’ 挙
010㍗71司一（月 銀亡㍗．ユ丑1L干，2002雇玉三差円理三ラ召 ξ｝子91 重｝（謹 吾号7刊斜方 草｝；列1 号明明01

7乱射τ｝ユ司・ゼ入1社司叫。團三石淵スr，「首引袖暑刈恥圃丁銀u｝．萢入P曾。刊ゼ

入1社司・暑イ｝司刈舛。1銀71曜｝司1，な苦潮鱗｝立町・列今入怪陪骨｛｝言｝セ唄｛≧

暑7ドま戴叫．巧プレr週入団言腿λ杷呈毒筆ス｝豆暑翌暑三唱フ圃昨詞，

暑。1望舅号魁亙皇呈石入回歴舜一層葦牙を釧暑宅璃1隣室｝．

3号斉宅 「入階」釧豆～ま斗ユ喫含釧司川フ1♀1を 「朴暑」

組入回qム塵判型，・同斗俳書三戸。1碧z掴銀目、♀割石凡三尋丁銀・咽
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暮遇李 呈垂≡…｛巽 暑δH 「2002」ヨ ノ謹暑 △E卜製」 暑 製豆1口

釧三宅葵叫美∋正u｝喜呈四。1唐想重｝召。回．過入圃刈セ 「入階」司1早喫書

。1。レ1苛刃1琶ス1暑三園δ｝エ，石入1暑暑旭引苛司イ｝味「入陽」暑｛｝忍皇呈号z｝。い丑

号明ストビ唄。1叫．

 「2002遇ノ『金と叫望」6刊刈ゼ遭入Pま｛｝引潮立呈ム噌司外妊唱望邊フ1尋・

王入同訓胴，・国望7國釈｝。1銀セユ月旦ス糧肩飯叫（ス珍重｝子三セ野司

看至）．石入怪｝｛≧，1を91苦忍早，1苦91手剋早，2吾，ズ1糾，耐暑01叫セ57刊91陰子01

u刊ス国（＞i銀τ十．

 1奢潮号・習早市司ゼ01組咽望フ國朴瑚新社暑雪気｝旭町皇呈，7｝否フηフ“？101

室｝測角明 呪事到早州 塞外刈潮 望杢潤号司 暑イ｝01週三章 銀1斗．王重｝01司を

号社名2暑墨銀明刈判司釧重｝号入肇国杢｝碧剤剋看杢叫 「歯石」01を入1イ｝ξキ6刊

言明刈二号社01翌ヌ国銀叫．01組想 望フ國組討回収豊司・セ碧剛呈ξ千思，2吾，

刃司・月割叫入用｝，ユ司コ．望晋周年看略号イ｝・1斜ロ1ス1剰為銀叫．。1萢叫吉平｝祠

号｛回雪｛㌍耳喜。野望升暑観q冊を碧心入1社斗与碧7脛國・垂球叫エ釣手

召皇一揖司宰1ヲ1フ1斜尋杢｝司司互」辱暑吾71エ銀司一．

 。同型入P斜臆測｝，王垂訓入1ゼ囚唱◎1畳号イ｝暑暑胡。困想望7回想暑刈叫

司望刈入ト書羽コ．銀セ7ト名望甘91入レ剤暑01書平井E手圧ユ銀ユ，！三重｝327肩到

君碧⊇．呈章句軋テ朴司91甘馨暑牡蛎・な州尋入1ヲ1ユ図南．αレ1州刈葦刈到刈百司

銀扇。回・雪明苦社。1潮入捲吼量建立呈セ三剰ス偲殊ユ司エ圧糾理到

製再三噌フ回1，家司到｛巨躯呈早司喫剋。1コ，叫咽・判平石ス1セ唄・1叫．与司

丑翌・1斗ヒ｛調舎・¶嵩・ヰdろミ立豆・1・d想望7転勤｝叫ヒ…丑司一喜到ロ胸

郭剋司一三書判叫．

 「叫号暑中」釧な潮叫銀明刈芒三野到ス障朔フ1室司矧・樽71切石フ刊平銀叫．

ユ司牝そ暗明菩9，。困碧。㌍｝ヱきトヒ魁7脛図入周呈早日鳶｝号釧牢軒対句

燭明611主召墨香重岡到司，01召｛≧石入1投手外蕃ロ1発揮せ己図刃1羽銀叫．叫刊

豊糾ス樫1，望朔望を環刻鋤彫朴呈尋明囚ゼ，ユ「入階」州耳層到7閥斗到湖レト

菊判宅ユ朗呈同情到（判郎司，ユ音寄宅量目1暑割司朝ゼ智叫加胆手動到遭入1

薯｛さ君碧oll斗望杢｝引入團号到 「十階」呈早日計暑・小勇王事日科ヌ国司銀τ十，

司7回司司一（ヰを潮司囚芒舜司呈刈斜・蠣｝ス肩芒「入階」含暑古刊刈釧明司・咽芒唄。1

。ト目先，な釧暑碧司一セ・梱呈刈到「ロト丑」暑暑司刈郭判司・判ス圃揚詰ゼ誤。1叫．ユ

剛｛｝司1，剤λ1斗三勢州刈斗モ…週司書喜杢｝婁｝。1壁想司一湖中01し｝．王を，。1虚到そ｝釧

司暑叫補セ嘆｝スη暑周到7橘〒・呈筆才旦三昇封書囚斜対抗銀フ1明垣網「入隊」

州旦。図蓄洲念σ1銀モ∋暑考・碧叫誓魁91ロ1フ｝｛斗叫到考・里611銀。『刈魁翌噌月銀

し｝．
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4石入1斗層立飲早日直01セ唄

 耳三皇呈，喝qを唄。図三三入191司望司日暑刈層刃ヲ1三二書暑7ト皆司一叫エ言｝セ

㌍｝。1郎銀斗司望三日暑旦棚17糊皇セ二三司幽囚吐司望司司二心目洲誹フ｝

二二 冠入1コト碧到 刈入1モ∋フ｝音董摸ol叫．01回想 望沸91週入16刊・船… 「入階」91

フ1昇01升二号皇を尋唱01叫．ユ屠三二甘州銀ゼ01冠想望7回目早三生社司セ

を杢暑号碧囚♀フ1♀種｝ 「入レ暑」01週里瑚σ1剤望瑚銀τ十．刈呈叫喜逼叫暗唱剛

潮胡寺燭肩，ユ環列9伺1唐祉苛セ・g1司升刈呈吟暑 「入干暑」含告ロ1司・セ渠三

フド諮叫．ユ司目一，（月フト駆1イ｝叫董牛銀ゼi楚≧嘆翔至入｝膚月姻斗明暑。1叫．

三書朝ゼ。困祖望7國碧豊ス閣λ困q回目舛ユ叫草・別念刃萢矧刈1妊
010レ1（。1暑，旦￥｝を杢，入陪スL入ト§剋三，子鵯フ1社コ｝ユ7｝ペユ到潮石羽号）7ト

フ1尋到司銀味・門司7呈入門一園刷計昇司一セ葵皇呈組入回潮ロ1舛釧三月。一子

裂刃同ユ，ユ」評目司辛。1早喫。惇沼鯛碧牛銀｛ヲト碓…7ド認暑r ?穀w牢
組入1暑丑翌司17図ユ皇セ石♀「ロト已」書・判フ刊引言トビな到到三四刈垂言胴。回

答蛾㌍｝呈朴斗碧斗組入国噌｛｝S洞叫と裂司1七「1］ト己」・i旦可弁互を考遇三

銀τ十．暑喜01刺列三，入｝4司日101日釧刈入字号皇重｝鱒重｝｛｝重｝中…唄薯豊毬

環呈叡τ｝．三書薯叫ス1望昇野司1銀・咽釧里三と三斗ユ唄。刊斜胡ユ司スト旨

剋ξ弄ス1（ethnography）潮  （iま尋｛｝ 望刈ま引入1え1 唄立ト 社01 日1剰剤τ斗． 唱尋ス1（川モ∋ ユ

剋香スレ㌃普相当71刀図朝子剛司剋斗碧｛≧香刈碧旦・月刃刃母モぞ♀・7ト書叫．

三昇朔ゼ刈圃司ユ〒・刈z判日1。旧午召コ欄斗碧玉判日回日井豆入国司銀叫ユ

秀6個セ与碧釧 「舜暑」二四司耳碧到到ロ1早・申ト遡司司ス司フト旨叫碧三

フ博立呈二王重国・判銀叫．。レ栢 「入陽」6刊q1を言トL十到二男暑刈入固セ

誤聞呈銑ユ「入ト暑」月日聰州ユ「入｝暑」斗豊測暑フト苞7爬斜三千相，入団司

子蚤，9入個剋早刎引書喫暑牛銀叫．01司委｝斉唱州銀σ囚三口｝｛｝司ム三呈刈釧

喜喜7ドま～ぱ暑ス1し1ユ郎u｝コ．碧牛銀畠唄・lu｝．

501早9：叫刈

 そ國到司と旦呈二三二三尋暑入㍗・8畢釜入山陪暑さ梱，ユ刈9揖7滝鯛1

普司 旦二二味 入｝司暑 三山刈 ヱを尋 叫舛 せol，三薯畠 二二聾 遭入1潮

潮入二丁6臆司望門司フ擁三日司郎τ｝ユ司一二二刈7ト銀目、…鏡｝，r旦鯛囚入1三奄

茎号秀司亜暑釧「三号叫」釧下垂薯皿音二三潮7隊二七嘉司フ1上掛象担耳，

司牙呈到萢入1潮回胃01耳エ三三（考現学）コ｝想暑ス肩想日1軒01萱骨唱明171主醒

「入ト呈」到 週刈杢｝・含 旦司｛垂 牛 叡叫．01司覧｝｛｝刈暑 至晋01叫三 胡杢さ臣

唱叫司呈刈，フト懇州釧遊組入1刈碧書暑奈銀叫．石入1斗碧朔銀司刈遡胡劉里望妊
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§醒拳 5≡薯崔垂 ｛垂δ日  「2002」ヨ 人1葦妻｝ △E卜2墨」 ｛垂｝ 合｝工U［卜

至入國一ユ叫朗を日回日暑入ト8一誹司到朴（疑似）叫暑普，冠入1暑ス腫1司一セi夷皇呈刈

入1イ｝斗暑祉含唱明壇石入圃層・1フ｝皆苛別望牛銀囚蓄暑誤望フLφ】暑暑司，

三昇611週入1暑牛昇翻DVD暑早尋立呈苓早司・セろ！立呈入1碧z｝丑ス肩升望叫．i王，

望叫到吾洲・図州石入回斜入陪社到λレ・1三暑杢姻重｝味ユ司ユ圧，蓋薯牛歪釧

フ1含斗麟≧目1書。1望且司・71モ…糾ス1吐。1暑叫暑尋朝到7恩司望司司フレ1暑

翌閃司一ゼ唄呈．7ドま琶唄01叫．遭入1暑釧フ1昇コ｝旦善盟魁01叫司司一，魁昇01暑

7｝号重｝号社叫三碧暑升皆司・7刊脅牛銀ス1蕗書環剋7L

 叫告皇列車昇司一エ翌薯斗目星刈セ， 「与里竈」到ユ01早手 01湿想 望7｝到

射芸01叫．「号望冠」01謂司萢剛司垂スト升喜普碧暑升ゑ望誤子司一L十升，玉L暑

嘆｝刈暑組早小暑胡町剋ユ信州・ヰ曝首瑚気t｝司一セ唄・｝銀耳．「号望冠」叫

釧胡召牡潮「入ト暑」・1斗組司入廉｝洲9・判フ『71・羽刈暑社潮ス糎ユ・碧（重珂月セ

曾｝居暑。困想早早（引刈労研蝕1斗）0101引刃エ，皇｝迅司入山 「入ほ」01号イ｝｛｝ヌη羽

フトゼ唄皇呈州華華引音潮汁号一：叫7ト香gi笹月1想，斜毬フ1皆91思糾升想職封エ

。困想到早六書招鵯奇列セ唐重｝1斗（号唱唱導司一叫暑平｝到四望剣刈♀望司只｝鼠暑

剛潮一重D．「入陽」釧網ス㌍｝ユ釧ロ回豊さ個u｝入1推考憩計洲豆ス1鴇音牛叡

芒豊。1u｝．

 「入ト暑」暑耳門刈明日耳碧魁刀7月望潮呈善計号α1叫旦セ唄畠フト削剥ト刈妊

剤入17ト目端立豆「母暑・」φ191言瀧フ弱体魁な斗7ド彰日戸刃巌暑遇司州糾

召コ卸せ1設珠。ト雫，そ1入屠・頂フ胆司胡導ヨ午鶉ヨ刈呈刈 剣暑暑司，

呈入ト組入1司÷…墾羽，豊週司セ墾♀1，釜入同セ斉，至入国モ…斉，「入階」斗望z｝釧

書ヌ11思噌  号含。傅7刊胡司司・エ♀1ス1正確召：誤q7レ㌃苦豆を：叫刈91司一1斗『ユ

唄。1司一．翻刈，「号惣釦。1早釧・困想望フ回小引旭。1望薯z｝ス回レr叫8個コ．

銀叫．。同7ト旦湘セ認戴立耳・零咀釧ロ回墨入レ㌃琳判郎ゼス1早司菩司銀ゼ

魁01叫．

 甚ユ明囚セ 石入1暑 」1音釧 を油皿 遠望刃1塁｝暑重｝午 銀｛｝η｝暑 ユ尋1司・嘔刈，

重｝号｛｝糾潮5丑号号磐，目と旦忌，豆杢｝暑，◎1呈糾丑号到国司号通号豆重｝7刊層喫

旭調q子州豊司勉骨司・ス1三寸叫．ユ司耳。圏を司叫91フ腱｝・1L｝告月回秀観想｛≧

望脅魁首叡耳．

365



olロ
。1ロ

毯 騒
贔聴畑麟

藤胆畑麟

岱 岱

『 『

祠 cq
＜ ＜

区

く

。10

賢

き

竃

。10

毯

畑

岱
π
δ

図

o

olロ

紅皿

π
8

olロ

畑

岱
冥
∩

圏

の
タ

ぢ

舟
の
弐 2

麟1旨｛襲聯

乏。

些

∩

UlO

剤
。匡

お」

墾

暑

塑

南

酉

366


